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・消費税申告書作成機能の強化

・勘定式決算書の集計額チェック機能の追加

・収支内訳書の所得税顧問への連動の追加 他
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財務会計2008

画面や内容が変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

2008.1２作成

Ver.3.8

Ver.3.8での機能アップ内容
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消費税申告画面の上書入力画面において、各項目の計算（ページ内計算、付表からの連
動）を自動で行うようにしました。その対応に伴い不要なファンクションキーボタンを削除し
その他のボタンの配置や名称をわかりやすく変更しました。

消費税申告書作成機能の強化

旧フォームでの印刷や消費税
３％の取引を含む申告書（付表
２－２や付表１など）を作成する
場合は、【1旧申告書】より作成
します

ボタンの名称を【6入力1】から【６基本情報】に
【7入力2】から【7付記等】に変更しました

【頁内計算】や【付表連動】をなくし【1伝票集計】や
【2付表２】等のボタンの位置を変更しました
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消費税申告画面の上書入力画面において、各項目の計算（ページ内計算、付表からの連
動）を自動で行うようにしました。自動計算項目については背景色を変更し、わかりやすく
しました。

背景色が黄色の項目は、自動計算の為
上書できません

消費税申告書作成強化続き

背景色が青色の項目は、自動計算される
項目ですが、【５上書】により上書き入力
を行うことが可能です。クリック後上書入
力を行うと＊が表示されます

【①課税標準額】を上書きした場合は、１０００円未満を切り捨てた
金額をセットし、【②消費税額】に①×４％の金額をセットします



©EPSON SALES JAPAN CORPORATION All rights reserved 2008 3

勘定式決算書集計額のチェック

勘定式決算書※１の印刷時に登録科目や印刷順に不備がある場合は、メッセージを表
示しチェックリスト※2を印刷することが可能です。
※１対象となる決算書： 決算報告書、2期比較決算報告書、全科目勘定式決算書

※２チェック項目 ： 明細科目の二重登録や未登録、科目の登録位置、合計科目の縦計
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所得税への収支内訳書の連動

所得税連動の対象に収支内訳書を追加しました。財務会計2008で作成した収支内
訳書をInterKX所得税平成２０年度版で取り込みを行うことができます。

指定したフォルダにInterKX所得税に連動可能なデータを作成します

【2収支入力】より収支決算書を
作成することが可能です

【決算】【35.収支内訳書】と同
様の入力画面に切り替わります
（次頁参照）
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【決算】【35.収支内訳書】 （Ver.3.7で対応）または、【テキスト】【50.所得税連動データ
ファイル作成】 （Ver.3.8で対応）より収支内訳書を作成することが可能です。

収支内訳書（白色）対応（Ver.3.7）

伝票より残高を集計して収支決算
書を作成することも可能です

「一般用」「不動産所得用」「農業
所得用」の収支内訳書を作成する
ことが可能です
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収支内訳書（白色）対応（Ver.3.7）続き

＊のついた科目をダブルクリックすると、内訳入力画面になり、合計金額
を損益計算書に転記し科目名を青色で表示します。

＊のついた科目は、内訳合計金額と合計金額が異なる場合、赤色で
表示します。

損益計算書画面
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会社選択画面カーソル位置の変更

会社選択画面のカーソルの位置を、前回処理していた会社データにフォーカスが当たる
ように変更しました。

従来は、常に先頭の会社に
フォーカスを当てていました


